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PISA か ら日本の 学力格差をみる

一 家庭的背景 ・ 学習方略を中心 に
一

垂見 裕子 （お茶の 水女子大学）

1．はじめに

　従来か ら家庭的背景に よる学力格差は教育社

会学 の 主要なテ ー
マ で あっ たが、過去 十年ほどの

間に、日本でもそれを示す実証研究が増えてきた 。

さらに、家庭的背景の 恵まれた子どもがどの ように

して高い 学力を獲得して い るの か 、そ の メカニ ズ ム

を明 らか にするため に 、学習時間、学習意欲 、学

校外学習に注 目した研究が報告されて い る。しか

し、生徒がどの ように学ん で い るかとい う学習方略

（ス トラテ ジー）に 関して は、家庭 的背景 にどれだ け

規定されるか は十分議論され て こなか っ た（例外 は

須藤 （20 ／0＞。

　 学習方略に注 目することは、二 つ の 視点か ら重

要で ある。現在 文科省 に より類 型化 、推進 され て

い る 「習得 ・活用 ・探究」の学習活動 が各教科や総

合 的学習 の 時 間 の 中で実施 され る中、生徒 が実

際にどの ような学習方略をどの 程度身に つ けて い

るの か を、国際比較を通 して把 握することは政策

的意義が大きい 。第 二 に、学習方略は、すで に家

庭 的背景 による差 異が実証 され て い る学習時間

や 学校外 学習を、い か に有効に効率的に使 っ て

い るか とい う指標である。 すなわち、仮に家庭的背

景が恵まれない 生徒の 学習時間が 増えたとして も、

効果的な学習方略を習得 して い なけれ ば、学力

格差は簡単には是正 されない であろう。よっ て、本

報告で は、家庭 的背景・学習方略 ・学力の 関係を、

国際比較を通 して明らかにすることを目的とする。

2，デー
タの 概要

　本報告で は、OECD が実施する 15歳児を対象

とした学習到達度調査（PISA）、2009年調査 の デー

タを使用する。PISA2009 年調査 は 、世界 65力国 ・

地 域で実施されて い る。日本に おい て は、層化二

段 階抽 出法により、全国の 185 校を決定し、各学

校か ら無作為に調査対象生 徒を選 定し、合計約

6，000人 の 生徒をサン プル として 抽出して い る。

　 PISA 調査の 特徴は大 きく三点 ある。第
一・

に 、

カ リキ ュ ラ ム の 達成度合い で はな く、持 っ て い

る知識や技能を、実生活の 様 々 な場面で 直面す

る課 題 に ど の 程度活用で きるか を測 る こ とを

目的 と して い る。第二 に 、家庭的背景を多元的

に捉 え、多 くの 質問項 目が含 まれて い る。第 三

に 、高度 な統計処理に よ り、非常に厳密な 「全

国 的」 デー
タで あ り、広範囲の 「学力」 を測定

して い る こ とで ある。

3．学習方略 の 定義

　学習方略は 、「学習者 自身が学習効果を高める

ために意図的に工 夫を凝らす課程」と定義される。

大きく捉 えれ ば「学ぶ 力」の
一

っ （市川 2007 ）で

あり、より具体的に捉えれば 「勉強の 仕方」で ある。

PISA 調査で は 、情報を処理する認知的方略と、

学習を意識 的に制御するメタ認知的方略が測定さ

れ て い る。前者に は 「記憶方略」と 「精緻化方略」

が、後者 には 「自己 制御方略」が含 まれ る。（1 ）

「記憶方略」 は情報 を暗記す る ス トラテ ジ
ー

で

あ り、具体的に は テ キ ス トを詳細に わた っ て 記

憶 し た り、繰 り返 し読む こ と、（2 ）「精緻化方

略」 は情報を応用す るス トラテ ジ
ー

で あ り、具

体的に は新 し い 情報 を他教科 の 知 識や学校外

の 文脈 と関連づ ける こ と、（3 ）「自己制御方 略」

は 学習者 が 学習課程 を意識的 に制御す る ス ト

ラテ ジ
ー

で あ り、具体的 には 問題 を解決す るた

め の 筋道 を考 えた り、自分 の 学習活動 の 理 解度

を確認 した りす る こ とを指す。表 1 はそれ ぞ れ

の概念の 測定に使 われ た質問項 目、また 日本 の

デー
タ の 因子分析 の 結果 を示 して い る 。

　文科省の 推進 す る 「習得 ・活 用 ・探求」型授
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業と3つ の 学習方略の対応 に関しては推測 にとど

まるが、基 礎的 ・基本的な知識 ・技能を「習得 」する

学習活動 で は 、生 徒の 「記憶方 略」が育まれ 、そ

れぞれの 教科の 知識 ・技能を「活 用 」する学習活

動で は 、生徒 の 「精緻化方略」が伸び 、教 科等 を

横断した問題解決的な学習や 「探求 」活 動で は 、

自分で 筋道をた て て 探求をするとい う意味で 、生

徒の 「自己 制御方略」が育くまれると考えるこ とも可

能である。
表 1 学 習 方 略の 質問項 目と因子 分析結果

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第
一

因子　　　第二 因子 　　　第三 因子

記憶 方略 　 　 精緻 化方 略　 　自己制御 方 略

勉強をするときには 、教科 普 にかか れ て い 　　 　465

る こ とすべ てを暗 記す るようにする

難しい こ とまで、できるだけ暗記しようとする　　 6De

暗唱できるようになるまで教科 書を読む 　 　　 　512

教科書を何度も読む　　 　　　　　　　　 　、592

・404

−．246
−．352
−．365

468

．150
、485165

新しい情報を他の 教科 で 得た知識と関連づ 　　　．662
「ナようとする

その 情報が学校以外の 場所で ど の ように 　 　　 ．457
役にた つ かを考える

自分自身の 経験と関連づける こ とによっ 　 　　 ．624
て．教材 をよく理 解す るようにして い る

教科書 の 内容と実生活で起 1 るこ とを、い 　　　 、562
か に適合 させるかを考 える

257

、5S9460

．565

・．D14286050264

勉強するときには、勉強す ぺ きことを正 確

に理解してか ら始め る

読み 終えたとこ ろまで理 解できているか どう

かを確認する

まだ理 解できていない考 え方が どこである

かを確認するようにしている

教科 書 に書かれ ている重要 な事柄 は必 ず

覚え るように する

何か わからない こ とが あったら．もっと情報
を集め て明らかにしようとする

、636675668613

、632

．154

．287

．069

−．3tg206

・．294

．205

・4D8

・310

・．264

固有値
CrOfibach　Alpha ttill鬻 協

4．学習方略の 水準の 国際比 較

　 日本 の 生徒 は、それぞれ の 学習方略をど の 程

度用い て い るの だろうか。それぞれ の 指標 は、OE

CD 平均が 0、標準偏差が 1 となるように標準化 さ

れて い るの で 、平均値がマ イナ ス の 場合は OECD

平均より使用 が少ない 、プラス の 場合は OECD 平

均より使用が 多い こ とを意味する。表 2は 3つ の 学

習方略の 平均値を、東ア ジア 諸国間で 比較 したも

の で ある。東ア ジ ア 諸国は 記 憶型 学習方法が 主

流で あると
一

般的に捉えられがちだ が、表 2か ら、

東アジア諸 国（地 域）間でも異なっ た特徴があること

が分か る。日本の 生徒 は、どの 学習方略も使用が

少 な い とい う傾 向があるの に対して 、、ヒ海 は精緻

化方 略 の 使用 が高く、香港 は記憶 方略の使 用が

高く、韓 国は記憶と精緻化方略の 使用 がやや高

い とい う傾 向が 見て とれる。そして い ずれ の 国 （地
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域）で も、自己制御方略 の 使用が低 い とい う共 通

項も見られる。

　 はたして文科省 が推進する 「習得 ・活用 ・探 求

型 」授業がどこまで 効果を挙げて い るか 、とい う議

論 にっ い て は、残念なが ら、目本 はPISA2000 調

査 で は これ らの 質問項 目を含めなか っ たため、ど

の 方 略の 利用が増えたか とい う変化まで確認 する

こ とは で きな い。ただ し、2009 年 の デー
タを見るか

ぎり、日本の 高校 1年生 の 生徒 は特に
一

つ の 学習

方略が強い とい う傾 向は 見て とれない 。

表2 各学習方略の平 均 値の 比較

　 　 　 　 記憶方略 　　　　 精緻 化 方 略 　　　 自 己制御方 略

　 　 　 平均値　 標準偏差　 平均値　 標 準偏差 　 平 均値 　 標準偏差

日本　　　　　　一．70　　　　（1．028＞　　　一、74　　　　（1．062）　　　一．55 　　　　〔1、031 ）

上海 　　　
一．07　　 （．797 ｝

香港 　　　　．13　　 （．866 ＞

韓国 　　　 ．08　　 〔．949＞

．16
．00
．09

（．822 ）　　　
一．28 　　　　（．824 ）

（．915｝　　　　
一．14　　　　〔．926）

（．989 ｝　　　．．27 　　　　〔．999 ）

5．学習方略の格差 の 国際比 較

　では 、家庭 的背景による学 習方 略の 利 用 の 差

異はあるだ ろうか 。授業方法が 学力に与える影響

に 階層差が存在することは示されて きた。山 田 （2

004 ）は 、調 べ 学習や 、日常生活と教科 内容をむ

すび っ ける授業で は、伝統的な授業に比 べ て 、階

層 による学力差が大きくなるとい う結果を示 した 。

何 故そ の ような結果が 出た の で あろうか。前述 の よ

うな授業から、情報を応 用 するとい う「精緻化方略」

を習得できるの が上位 階層に限られるの だ ろうか 、

あるい は 「精緻化方 略」を効果 的に 学力 に反 映さ

せ られ るの が上位 階層 に限られる からで あろうか 。

表 3は家庭的背景 による各学習方略使用 の 差異

をあらわ す 。 家庭 的背景グル
ー

プ別 に学習方 略

の 平均値を算 出 し、上 位 階層 と下位 階層 の 差の

大きさを示 してい る。
い ずれ の 地域でも、記憶方略

に比 べ て 、自己 制御方略 、精緻化方 略の 利用で

階層差が大きい ことが見 てとれ る。

表3 家庭的 背 景 に よる学習方 略の 差 異

　　 　　 　 記 憶 方 略　　　精緻化 方略 　　自己制御方略

本

海

港

国

日

上

香

韓

0．230
．120
．270
．41

0．470
．500
．520
．64

0．550
．500
．580
．77

値は 上位 階層 の 平 均値 か ら下位 階層 の 平 均 値を引 い た もの

　報告では、さらに学習方略が 家庭的背景と学力

の 関係を媒介して い るか 、学習方略の効果は家庭

的背景により異なるの かにつ い て議 論を進 める。
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